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入札参加資格業者に対する指名停止等について 

 

 岩手労働局（局長 久古谷 敏行）は、以下の業者について、不正又は不誠実な 

行為を行ったとして、指名停止措置を平成２８年３月１４日付けで行いましたので   

お知らせします。 

また、本事案と同様な不適切な契約を防止するため、以下の再発防止策を講じ  

ました。 

 

１ 指名停止業者 

  太平ビルサービス（株）（東京都新宿区西新宿６－２２－１） 

 

２ 指名停止の期間 

  平成２８年３月１４日から平成２８年４月１３日まで（１か月） 

 

３ 事実概要 

  平成１９年度から平成２６年度までの各年度における管内の労働基準監督

署及び公共職業安定所庁舎清掃等業務委託の一般競争入札において、当該入

札に係る競争入札参加資格を有しない太平ビルサービス（株）（本社：東京都）

の盛岡支店（以下「盛岡支店」という。）は、青森県に本社を置く同一社名の

別法人（以下「太平ビルサービス（株）青森現地法人」という。）の入札行為

の代理人となって当該入札に参加した。開札の結果、太平ビルサービス（株）  

青森現地法人が落札したが、入札の代理人である盛岡支店が、落札者とは  

別法人であるにもかかわらず、契約者として契約を締結していた。 

 

４ 措置要件 

  契約者となる資格のない者が、長年にわたり反復継続して契約者として契

約を締結していたものであり、「工事請負契約指名停止等措置要領」別表第２

第１５号（不正又は不誠実な行為）に該当する。 
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５ 再発防止策 

  本事案における不適切な契約の締結は、入札に参加した代理人が落札者と

は別法人であるが社名及び代表者名が同じであったため、同一法人であると

誤認識していたことが要因としてあることから、以下の再発防止策を講じた。 

（１） 一般競争入札を実施する際に、入札参加申込者が自ら入札に参加せず、

代理人に委任する場合には、入札参加申込者に対し、委任状に代理人との

関係を記述した書類を添付させ、代理人と入札参加申込者との関係を把握

することとした。 

（２） 開札の結果、落札者が決定し契約を締結する際、契約書に記載する契約

者の記載が適切か（落札者と同一法人であるか）を入札参加申込書及び（１）

の書類等により確認することを徹底するとともに、必要に応じて落札者に

対する聴き取りを行うこととした。 

 

６ その他 

（１） 太平ビルサービス（株）青森現地法人に対しては、盛岡支店が行った  

上記３の行為に一定程度関与しているとして、同日付で文書による注意を

行った。 

（２） 当局ホームページに掲載している調達結果一覧等における当該入札結果

について、平成２６年度以前の契約者の記載を、誤って太平ビルサービス

（株）青森現地法人である 

「太平ビルサービス（株）青森県青森市勝田 1-18-7」 

としていたことから、これを 

「太平ビルサービス（株）盛岡支店 岩手県盛岡市盛岡駅前通 16-21」 

に訂正した。 


